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グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー

タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代

表
の
吉
村
和
就
氏
が
こ
の

ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
月
刊

誌
に
連
載
し
た
記
事
を
抜

粋
、
再
構
成
し
た『
世
界

と
日
本
の
水
事
情
』
を
水

道
産
業
新
聞
社
か
ら
発
刊

し
た
。

　
ｎ
ａ
ｖ
ｉ（
１
）「
世
界
の

動
き
を
見
る
」
で
は
、
米

新
刊
紹
介

本
誌
・
堂
馬
隆
之

国
、
Ｅ
Ｕ
、
ア
ジ
ア
諸
国

な
ど
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
水
事
情
を「
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）と
水
問
題
」「
下
水

で
判
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
挙
動
」

な
ど
30
編
に
分
け
て
多
面

的
に
分
析
。ｎ
ａ
ｖ
ｉ（
２
）

「
日
本
の
動
き
を
見
る
」は
、

水
道
法
改
正
を
巡
る
マ
ス

コ
ミ
報
道
の
あ
り
方
に
疑

問
を
呈
す
る
一
方
、「
水
は

社
会
生
活
を
映
し
出
す
鏡

で
あ
る
」
と
題
し
て
、
一

昨
年
夏
の
甲
子
園
を
沸
か

せ
た
金
足
農
高（
秋
田
）の

試
合
中
の
秋
田
市
の
水
道

配
水
量
の
変
動
を
グ
ラ
フ

で
表
す
な
ど
、
筆
者
の
長

年
の
経
験
と
独
自
取
材
で

培
っ
た
知
見
が
盛
り
込
ま

れ
た
硬
軟
自
在
の
読
み
物

に
な
っ
て
い
る
。

１
９
８
１（
昭
和
56
）

年
に
鹿
島
出
版
会

か
ら
刊
行
さ
れ
た「
水
道

の
文
化
史
」
が
約
40
年
の

時
を
経
て
、「
江
戸
・
東
京

水
道
史
」
と
改
題
し
、
こ

の
ほ
ど
講
談
社
で
文
庫
化

さ
れ
た
。

　

徳
川
家
康
が
、
さ
び
れ

た
寒
村
で
し
か
な
か
っ
た

江
戸
に
入
り
、
家
臣
の
大

久
保
藤
五
郎
に
命
じ
て
小

石
川
の
上
水
を
引
い
て
か

ら
、
江
戸
は
日
本
の
中
心

都
市
と
し
て
の
基
礎
を
固

め
た
。
拡
大
す
る
市
街

に
上
水
を
供
す
る
た
め
、

独
創
的
な
工
夫
を
続
け
、

１
８
９
８（
明
治
31
）年
に

通
水
を
開
始
。
以
後
、
日

本
の
首
都
と
し
て
急
速
に

発
展
し
て
き
た
。
そ
の
間
、

震
災
、
戦
災
、
水
害
、
地

盤
沈
下
な
ど
度
重
な
る
危

機
を
ど
う
乗
り
越
え
て
き

た
の
か
。

　

東
京
都
水
道
局
で
実
務

に
携
わ
っ
た
著
者
堀
越
正

雄
氏（
故
人
）が
供
給
側
と

市
民
生
活
の
変
貌
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
。
過
去

の
良
書
を
発
掘
し
て
出
版

し
て
き
た
講
談
社
学
術
文

庫
な
ら
で
は
の
１
冊
だ
。
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